
約15aのカンキツ園で、概ね15分運転、30分停
止、8/10からは20分運転、25分停止の間欠運
転を行ったときの、各月の日平均揚水量を右
図に示します。かんがいに必要な水量に応じ
た十分な量の揚水を行うことができました。

⚫ 主な機器構成は、太陽電池、充放電コント
ローラ、ディープサイクル型鉛蓄電池、高圧
小水量型のダイヤフラム式直流ポンプです。

⚫ 標準的な構成は、かんがい面積10a、揚程
60m、最大で2日に一回約2000Lのかん水を
想定すると、構成例は右表のようになります。

⚫ バッテリとポンプ両方の劣化抑制のために、
タイマを用いたポンプの間欠運転（例えば15
分運転30分停止など）を行い、ライフサイクル
コストを低減します。

⚫ 傾斜地カンキツ園でマルドリ方式（マルチと点滴かんがいで水分状態を制御する方法）の
普及が進められていますが、水源が導入の制限要因になることが多くあります。

傾斜地の点滴かんがいの水源を確保するために、小規模独立形太陽光発電システムと小
型高揚程ポンプを組み合わせるシステムを提案して実証試験を行い、実用性を確認するとと
もに、ライフサイクルコストを低減する運転方法を明らかにしました。

⚫ 点滴かんがいでは必要な総水量は少なくか
ん水時間は短いため、太陽光発電を利用し
て、かん水をしないときに長時間をかけて園
地上部の給水タンクへ少しずつ揚水し、必要
なときに自然圧力で一気にかん水することが
可能です。

⚫ この方法では、バッテリーとポンプの耐久性
が低く、これらの劣化を抑制することがシステ
ムのライフサイクルコスト低減のために重要
となります。
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